
学校番号 103 

 

令和 3年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅰ ３ 第１学年 

「Vivid English Communication I   

NEW EDITION」(第一学習社) 
「同教科書準拠本文完成ノート」 
「Listening essentials 1」 
                 （啓隆社） 

 
１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 
・コミュニケーション英語Ⅰの授業は、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４つの技能の力を総

合的につける授業です。聞いたり読んだりしたことを基に情報や考えなどについて深く考えたり、それを発展させて話

したり書いたりする言語活動を多く行います。五感をフルに使って英語に取り組みましょう。 
・英語の語彙や文法については、実際のコミュニケーションでどのように使われるか、ということを意識して学習するこ

とが大切です。常に「英語を使う」ということを意識して学習しましょう。 
・音読は外国語学習の中でとても大切な練習の一つです。内容を理解した上で声を出して英語を読むことにより、音を通

して自然に単語や表現を覚えることができることを授業の中で実感できるようになると英語力はどんどん伸びます。音

読の時間は積極的に声を出して授業に参加しましょう。 
 
２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 
【第１学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅰ」（３単位）及び「英語表現Ⅰ」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 
話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評

価 学習到達目標 科目・評

価 学習到達目標 科目・評

価 学習到達目標 科目・評

価 

・聞いたり読ん
だ り し た こ
と，学んだこ
とや経験した
こ と に 基 づ
き，情報や考
えなどについ
て，意見の交
換をしたりす
ることができ
る。 

・リズムやイ

ントネーシ

ョンなどの

英語の音声

的な特徴，

話す速度，

声の大きさ

などに注意

しながら話

すことがで

きる。 

コ ミ ュ 英

Ⅰ 
・暗唱テス

ト 

・定期考査 

 
英 語 表 現

Ⅰ 
・暗唱テス

ト 

・定期考査 

・聞いたり読んだ
りしたこと，学
んだことや経験
したことに基づ
き，情報や考え
などについて，
書くことができ
る。 

・内容の要点を示
す語句や文，つ
ながりを示す語
句などに注意し
ながら書くこと
ができる。 

・語彙力を増強さ
せる。 

コミュ英Ⅰ 
・単語テス

ト 

・定期考査 

 
英語表現Ⅰ 
・ライティ

ングテス

ト 

・定期考査 

・事物に関する
紹介や対話な
どを聞いて，だ
いたいの内容
をつかむこと
ができる。 

・事実と意見な
どを区別して
聞くことがで
きる。 

・リズムやイン

トネーション

などの英語の

音声的な特徴

に注意しなが

ら聞くことが

できる。 

コミュ英Ⅰ 
・リスニン

グテスト 

・定期考査 

 
英語表現Ⅰ 
・リスニン

グテスト 

・定期考査 

 

・説明や物語
などを読ん
で，だいた
いの内容を
つかむこと
ができる。 

・説明や物語
などを，聞
き手に伝わ
るように音
読すること
ができる。 

・内容の要点
を示す語句
や文，つな
がりを示す
語句などに
注意しなが
ら前から前
から読みと
ることがで
きる。 

コ ミ ュ 英

Ⅰ 
・音読テス

ト 

・定期考査 

 
英 語 表 現

Ⅰ 
 

・定期考査 

・暗唱テス

ト 

 



３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関
心をもち、積極的に言語活
動を行い、コミュニケーシ
ョンを図ろうとする。 

外国語で話したり書いた
りして、情報や考えなどを
適切に伝えている。 

外国語を聞いたり読んだ
りして、情報や考えなどを
的確に理解している。 

外国語を通して、言語やそ
の運用についての知識を
身につけているとともに、
その背景にある文化など
を理解している。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめる。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



４ 学習の活動 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson１ 

(１０時間) 

You can do 

something 

for the 

Olympics 

 

現在・過去／助 

動詞(can,may, 

must)／未来 

(will,be going 

 to) 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
・今年の夏のオリンピ

ックについて考えて

いることを積極的に

ペアで話す。 

・パートごとの内容を理

解して話すためのキー

ワードや情報を参考に

してペアで伝え合う。 

・ペアでお互いに協

力しながら考えて

いることを話そう

とする姿勢が見ら

れる。 

・授業時間を利用し

てインタビューテ

ストをする 
・ペアでの言語活動

を観察する。 
 

「外国語表現の能力」 
・オリンピックに関
する英文を聞いて
内容を理解してお
おまかに覚え、ア
ウトプットにつな
げる。 

・本文を覚えるくら
い音読練習し、最
終的に（ ）に抜
けている英語を自
分で入れつつ読
む。 

・内容を理解した
上で（ ）に英
語を入れつつ英
文を読もうとす
る姿勢が見られ
る。 

・ペアでの授業中の

音読を観察し、最

終的に（  ）を

覚えて入れつつの

音読ができるかど

うかを評価する。 

「外国語理解の能力」 
・オリンピックにつ
いて読んだことを
理解する。 

・パートごとに新出
単語の発音・意味
を理解し、英文を
読み、内容をおお
まかに理解しワー
クシートで内容理
解の質問に答え
る。 

・新出単語の意味
と発音を覚え、
ワークシートの
内容理解の質問
に答えようとす
る姿勢が見られ
る。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・毎時間のワークシ

ートの提出 
・定期考査 
・教科書付属ノート

の宿題提出 

「言語や文化についての知識・理解」 
・現在・過去，助動
詞(can，may，
must)，未来
(will，be going 
to)の時制を理解
する。 

・Exercise に取り組
み、自分の理解の
程度を確認する。 

・積極的に問題に
取り組んで答え
を導きだそうと
する姿勢が見ら
れる。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・ワークシートの提

出 
・定期考査 

Lesson２ 

(１０時間) 

Stories 

behind 

Names 

 

進行形(現在・ 

過去)／不定詞 

の３用法／ 

S∔V+O 

(=that-節) 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
・登場人物や同級生
の名前の由来につ
いて考えていること

を積極的にペアで話

す。 

・パートごとの内容を理

解して話すためのキー

ワードや情報を参考に

してペアで伝え合う。 

・ペアでお互いに協

力しながら考えて

いることを話そう

とする姿勢が見ら

れる。 

・授業時間を利用し

てインタビューテ

ストをする。 
・ペアでの言語活動

を観察する。 
 

「外国語表現の能力」 
・名前の意味と重要
性に関する英文を
聞いて内容を理解
しておおまかに覚
え、アウトプット
につなげる。 

・本文を覚えるくら
い音読練習し、最
終的に（ ）に抜
けている英語を自
分で入れつつ読
む。 

・内容を理解した
上で（ ）に英
語を入れつつ英
文を読もうとす
る姿勢が見られ
る。 

・ペアでの授業中の

音読を観察し、最

終的に（  ）を

覚えて入れつつの

音読ができるかど

うかを評価する。 
「外国語理解の能力」 
・名前の意味と重要
性について読んだ
ことを理解する。 

・パートごとに新出
単語の発音・意味
を理解し、英文を
読み、内容をおお
まかに理解しワー
クシートで内容理
解の質問に答え
る。 

・新出単語の意味
と発音を覚え、
ワークシートの
内容理解の質問
に答えようとす
る姿勢が見られ
る。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・毎時間のワークシ

ートの提出 
・定期考査 
・教科書付属ノート

の宿題提出 

「言語や文化についての知識・理解」 
・進行形(現在・過
去)，不定詞の 3
用法，S＋V＋O(＝
that-節)を理解す
る。 

・Exercise に取り組
み、自分の理解の
程度を確認する。 

・積極的に問題に
取り組んで答え
を導きだそうと
する姿勢が見ら
れる。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・ワークシートの提

出 
・定期考査 



 
Lesson３ 

(１１時間) 

Look Cool 

on Your 

streets 

動名詞／現在完 

了形／受け身 

(現在・過去) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
・日本のストリートフ

ァッションについて

考えていることを積

極的にペアで話す。 

・パートごとの内容を理

解して話すためのキー

ワードや情報を参考に

してペアで伝え合う。 

・ペアでお互いに協

力しながら考えて

いることを話そう

とする姿勢が見ら

れる。 

・授業時間を利用し

てインタビューテ

ストをする。 
・ペアでの言語活動

を観察する。 
 

「外国語表現の能力」 
・ストリートファッ

ションに関する英
文を聞いて内容を
理解しておおまか
に覚え、アウトプ
ットにつなげる。 

・本文を覚えるくら
い音読練習し、最
終的に（ ）に抜
けている英語を自
分で入れつつ読
む。 

・内容を理解した
上で（ ）に英
語を入れつつ英
文を読もうとす
る姿勢が見られ
る。 

・ペアでの授業中の

音読を観察し、最

終的に（  ）を

覚えて入れつつの

音読ができるかど

うかを評価する。 

「外国語理解の能力」 
・ストリートファッ

ションについて読
んだことを理解す
る。 

・パートごとに新出
単語の発音・意味
を理解し、英文を
読み、内容をおお
まかに理解しワー
クシートで内容理
解の質問に答え
る。 

・新出単語の意味
と発音を覚え、
ワークシートの
内容理解の質問
に答えようとす
る姿勢が見られ
る。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・毎時間のワークシ

ートの提出 
・定期考査 
・教科書付属ノート

の宿題提出 

「言語や文化についての知識・理解」 
・動名詞，現在完了
形，受け身(現
在・過去)を理解
することができ
る。 

・Exercise に取り組
み、自分の理解の
程度を確認する。 

・積極的に問題に
取り組んで答え
を導きだそうと
する姿勢が見ら
れる。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・ワークシートの提

出 
・定期考査 

Lesson４ 

(１１時間) 

Our Actions 

Can Make 

Electricity 

比較／S∔V+O+ 

to-不定詞／疑 

問詞+to-不定詞 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
・考えられる発電方
法のアイディアに

ついて考えているこ

とを積極的にペアで

話す。 

・パートごとの内容を理

解して話すためのキー

ワードや情報を参考に

してペアで伝え合う。 
 

・ペアでお互いに協

力しながら考えて

いることを話そう

とする姿勢が見ら

れる。 

・授業時間を利用し

てインタビューテ

ストをする。 
・ペアでの言語活動

を観察する。 
 

「外国語表現の能力」 
・エネルギー問題に

関する英文を聞い
て内容を理解して
おおまかに覚え、
アウトプットにつ
なげる。 

・本文を覚えるくら
い音読練習し、最
終的に（ ）に抜
けている英語を自
分で入れつつ読
む。 

・内容を理解した
上で（ ）に英
語を入れつつ英
文を読もうとす
る姿勢が見られ
る。 

・ペアでの授業中の

音読を観察し、最

終的に（  ）を

覚えて入れつつの

音読ができるかど

うかを評価する。 

「外国語理解の能力」 
・エネルギー問題に

ついて読んだこと
を理解する。 

・パートごとに新出
単語の発音・意味
を理解し、英文を
読み、内容をおお
まかに理解しワー
クシートで内容理
解の質問に答え
る。 

・新出単語の意味
と発音を覚え、
ワークシートの
内容理解の質問
に答えようとす
る姿勢が見られ
る。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・毎時間のワークシ

ートの提出 
・定期考査 
・教科書付属ノート

の宿題提出 

「言語や文化についての知識・理解」 
・比較，S＋V＋O＋
to-不定詞，疑問
詞＋to-不定詞を
理解することがで
きる。 

・Exercise に取り組
み、自分の理解の
程度を確認する。 

・積極的に問題に
取り組んで答え
を導きだそうと
する姿勢が見ら
れる。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・ワークシートの提

出 
・定期考査 

 
 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ５ 

(１１時間) 

Laughter 

Is the 

Best 

Medicine 

現在分詞・過 

去分詞・関係 

代名詞(主格) 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
・笑いの効用につい
て考えていることを

積極的にペアで話

す。 

・パートごとの内容を理

解して話すためのキー

ワードや情報を参考に

してペアで伝え合う。 

・ペアでお互いに協

力しながら考えて

いることを話そう

とする姿勢が見ら

れる。 

・授業時間を利用し

てインタビューテ

ストをする。 
・ペアでの言語活動

を観察する。 
 

「外国語表現の能力」 
・笑いの重要性に関
する英文を聞いて
内容を理解してお
おまかに覚え、ア
ウトプットにつな
げる。 

・本文を覚えるくら
い音読練習し、最
終的に（ ）に抜
けている英語を自
分で入れつつ読
む。 

・内容を理解した
上で（ ）に英
語を入れつつ英
文を読もうとす
る姿勢が見られ
る。 

・ペアでの授業中の

音読を観察し、最

終的に（  ）を

覚えて入れつつの

音読ができるかど

うかを評価する。 

「外国語理解の能力」 
・笑いの重要性につ
いて読んだことを
理解する。 

・パートごとに新出
単語の発音・意味
を理解し、英文を
読み、内容をおお
まかに理解しワー
クシートで内容理
解の質問に答え
る。 

・新出単語の意味
と発音を覚え、
ワークシートの
内容理解の質問
に答えようとす
る姿勢が見られ
る。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・毎時間のワークシ

ートの提出 
・定期考査 
・教科書付属ノート

の宿題提出 

「言語や文化についての知識・理解」 
・現在分詞，過去分
詞，関係代名詞
(主格)を理解する
ことができる。 

・Exercise に取り組
み、自分の理解の
程度を確認する。 

・積極的に問題に
取り組んで答え
を導きだそうと
する姿勢が見ら
れる。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・ワークシートの提

出 
・定期考査 

Lesson６ 

(１２時間) 

Take a 

Chance  

on You 

関係代名詞(目

的格)・ It is 

…(for A) to～ 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
・夢に向かって生きる

ことについて考えて

いることを積極的に

ペアで話す。 

・パートごとの内容を理

解して話すためのキー

ワードや情報を参考に

してペアで伝え合う。 

・ペアでお互いに協

力しながら考えて

いることを話そう

とする姿勢が見ら

れる。 

・授業時間を利用し

てインタビューテ

ストをする。 
・ペアでの言語活動

を観察する。 
 

「外国語表現の能力」 
・アンジェラ・アキ
に関する英文を聞
いて内容を理解し
ておおまかに覚
え、アウトプット
につなげる。 

・本文を覚えるくら
い音読練習し、最
終的に（ ）に抜
けている英語を自
分で入れつつ読
む。 

・内容を理解した
上で（ ）に英
語を入れつつ英
文を読もうとす
る姿勢が見られ
る。 

・ペアでの授業中の

音読を観察し、最

終的に（  ）を

覚えて入れつつの

音読ができるかど

うかを評価する。 
「外国語理解の能力」 
・アンジェラ・アキ
について読んだこ
とを理解する。 

・パートごとに新出単語

の発音・意味を理解

し、英文を読み、内容

をおおまかに理解しワ

ークシートで内容理解

の質問に答える。 

・新出単語の意味と

発音を覚え、ワー

クシートの内容理

解の質問に答えよ

うとする姿勢が見

られる。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・毎時間のワークシ

ートの提出 
・定期考査 
・教科書付属ノート

の宿題提出 
「言語や文化についての知識・理解」 
・関係代名詞(目的

格)，It is … (for 

A) to ～，過去完了

形，関係代名詞 what

を理解することがで

きる 

・Exercise に取り組
み、自分の理解の
程度を確認する 

・積極的に問題に
取り組んで答え
を導きだそうと
する姿勢が見ら
れる 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する 
・ワークシートの提

出 
・定期考査 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson７ 

(１２時間) 

Japanese 

Dishes 

from 

Abroad 

 

S+V(be-動詞) 

+C(=that-節)・

現在完了進行

形・S+V+O(=疑問

詞節)・It is +

形容詞節+that-

節 

 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
・フードマイル運動
の長所と短所につ

いて考えていること

を積極的にペアで話

す。 

・パートごとの内容を理

解して話すためのキー

ワードや情報を参考に

してペアで伝え合う。 

・ペアでお互いに協

力しながら考えて

いることを話そう

とする姿勢が見ら

れる。 

・授業時間を利用し

てインタビューテ

ストをする。 
・ペアでの言語活動

を観察する。 
 

「外国語表現の能力」 
・フードマイルに関
する英文を聞いて
内容を理解してお
おまかに覚え、ア
ウトプットにつな
げる。 

・本文を覚えるくら
い音読練習し、最
終的に（ ）に抜
けている英語を自
分で入れつつ読
む。 

・内容を理解した
上で（ ）に英
語を入れつつ英
文を読もうとす
る姿勢が見られ
る。 

・ペアでの授業中の

音読を観察し、最

終的に（  ）を

覚えて入れつつの

音読ができるかど

うかを評価する。 

「外国語理解の能力」 
・フードマイルにつ
いて読んだことを理
解する。 

・パートごとに新出単語

の発音・意味を理解

し、英文を読み、内容

をおおまかに理解しワ

ークシートで内容理解

の質問に答える。 

・新出単語の意味と

発音を覚え、ワーク

シートの内容理解の

質問に答えようとす

る姿勢が見られる。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・毎時間のワークシ

ートの提出 
・定期考査 
 

「言語や文化についての知識・理解」 
・S＋V＋C，現在完
了進行形，S＋V＋
O，It is＋形容詞
＋that-節を理解
することができ
る。 

・Exercise に取り組
み、自分の理解の
程度を確認する。 

・積極的に問題に
取り組んで答え
を導きだそうと
する姿勢が見ら
れる。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・ワークシートの提

出 
・定期考査 

Lesson８ 

(１２時間) 

The Sphinx 

in Danger 

 

関 係 副 詞

(where,when)・

関 係 副 詞

(why,how) ・

S+V+O+O(=that-

節)・S+V+O+O(=

疑問詞節) 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
・生活が自然環境に
影響を与えている
ことについて考えて

いることを積極的に

ペアで話す。 

・パートごとの内容を理

解して話すためのキー

ワードや情報を参考に

してペアで伝え合う。 

・ペアでお互いに協

力しながら考えて

いることを話そう

とする姿勢が見ら

れる。 

・授業時間を利用し

てインタビューテ

ストをする。 
・ペアでの言語活動

を観察する。 
 

「外国語表現の能力」 
・スフィンクスの塩
害に関する英文を
聞いて内容を理解
しておおまかに覚
え、アウトプット
につなげる。 

・本文を覚えるくら
い音読練習し、最
終的に（ ）に抜
けている英語を自
分で入れつつ読
む。 

・内容を理解した
上で（ ）に英
語を入れつつ英
文を読もうとす
る姿勢が見られ
る。 

・ペアでの授業中の

音読を観察し、最

終的に（  ）を

覚えて入れつつの

音読ができるかど

うかを評価する。 

「外国語理解の能力」 
・スフィンクスの塩
害について読んだ
ことを理解する。 

・パートごとに新出単語

の発音・意味を理解

し、英文を読み、内容

をおおまかに理解しワ

ークシートで内容理解

の質問に答える。 

・新出単語の意味と

発音を覚え、ワー

クシートの内容理

解の質問に答えよ

うとする姿勢が見

られる。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・毎時間のワークシ

ートの提出 
・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 
・関係副詞，S＋V＋
O＋O(＝that-
節)，S＋V＋O＋
O(＝疑問詞節)を
理解することがで
きる。 

・Exercise に取り組
み、自分の理解の
程度を確認する。 

・積極的に問題に
取り組んで答え
を導きだそうと
する姿勢が見ら
れる。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・ワークシートの提

出 
・定期考査 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson９ 

(１２時間) 

A Bridge 

Between 

Japan and 

the U.S. 

 

強 調 構 文 ・

S+V+O+C(= 原
形不定詞)・助動

詞 + 受 け 身 ・

S+V+O+C(= 現

在分詞) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
・住んでみたい国に
ついて考えているこ

とを積極的にペアで

話す。 

・パートごとの内容を理

解して話すためのキー

ワードや情報を参考に

してペアで伝え合う。 

・ペアでお互いに協

力しながら考えて

いることを話そう

とする姿勢が見ら

れる。 

・授業時間を利用し

てインタビューテ

ストをする。 
・ペアでの言語活動

を観察する。 
 

「外国語表現の能力」 
・テイラー・アンダ
ーソンさんの人生
に関する英文を聞
いて内容を理解し
ておおまかに覚
え、アウトプット
につなげる。 

・本文を覚えるくら
い音読練習し、最
終的に（ ）に抜
けている英語を自
分で入れつつ読め
るようにする。 

・内容を理解した
上で（ ）に英
語を入れつつ英
文を読もうとす
る姿勢が見られ
る。 

・ペアでの授業中の

音読を観察し、最

終的に（  ）を

覚えて入れつつの

音読ができるかど

うかを評価する。 

「外国語理解の能力」 
・テイラー・アンダ
ーソンさんの人生
について読んだこ
とを理解する。 

・パートごとに新出単語

の発音・意味を理解

し、英文を読み、内容

をおおまかに理解しワ

ークシートで内容理解

の質問に答える。 

・新出単語の意味と

発音を覚え、ワーク

シートの内容理解の

質問に答えようとす

る姿勢が見られる。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・毎時間のワークシ

ートの提出 
・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 
・強調構文，S＋V＋O

＋ C(＝原形不定

詞)，助動詞＋受け

身，S＋V＋O＋C(＝

現在分詞)を理解

することができ

る。 
 

・Exercise に取り組
み、自分の理解の
程度を確認する。 

・積極的に問題に
取り組んで答え
を導きだそうと
する姿勢が見ら
れる。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・ワークシートの提

出 
・定期考査 


